
事業主に代わつて労働保険の保険料及び
一
般拠出金の申告や計算、労働基準監督署及びハ

□一ワークヘの書類提出など労働保険等に関する事務を処理することについて、厚生労働大

臣の認可を受けた中小事業主等の団体です。

●事務組含加入の メリッ ト

◎事業主や家族従事者なども、中小事業主等の特別カロ入待」度により、労炎保険にカロ入でき

ます。

◎労働保険等の事務処理を事業主に代わつて行いますので、事務員等にかかる費用や事業

主の事務処理が軽減されます。

◎労働保険料の額にかかわらず3回に分割納付できます。

●労働保険事務組合に事務委託するには

委託には、団体への入会金・委託手数料等が必要です。

詳しくは、各労働保険事務組合へお問い合わせください。 (各ハローワークで 「労働保険

事務組合名簿」を配布しています。)

●委託できる事業主は

常時使用する労働者が

金融 ・保険 ・不動産 ・小売業にあつては  労 働者数 1人 以上 50人以下

卸売 ・サービス業にあつては            1人 以上100人以下

その他の事業にあつては              1人 以上300人以下

の事業主となつています。

●委託できる事務の範囲は

労働保険事務組合が処理できる労働保険事務の具体的範囲は次のとおりです。

①概算保険料、確定保険料等の申告及び納付に関する事務

②保険関係成立届、任意力日入の申請、雇用保険の事業所設置届の提出等に関する事務

③労炎保険の特屑」カロ入の申請等に関する事務

④雇用保険の被保険者に関する届出等の事務

⑤その他労働保険についての申請、届出、報告に関する事務

⑥一般拠出金等の申告及び納付に関する事務

(注)な お、印紙保険料に関する事務、労炎保険及び雇用保険の保険給付に関する請求

等の事務、雇用保険の雇用安定事業、能力開発事業に係る事務は委託事務の範囲

から除かれています。

東京弟働局では労働保険事務組合と協力し、労働保険未手続事業所のカロ入を積極的にすすめて

います。労働保険カロ入手続きに関するご相談は、労働保険事務組合またはハローワークまで !



事務手数料改定のお知らせ

練馬西青色申告会の会費の改訂に伴い、事務処理規約第 19条 により

平成 24年 度から事務手数料が下記の通り改訂となりますので宜しく

お願い申し上げます。

(注)  。 特別加入者人数は対象とならない

。労災保険のみの加入は最低ランク

・二ヶ所以上の適用事業所があつても上記基準による

。事業年度開始日 (4月 1日 )現 在の人数による

雇用保険加入被保険者 年間事務手数料

0人 ～  4人
申告会年間会費相当額の半年分

(9,000円)

5人 ～ 21人
4人 より1人増える毎に申告会月額会費

相当額を加算 (10,500～34,500円)

22人 以上
青色申告会年間会費相当額の二年分

(36,000円)


